
とよおかし議会だより　2016.8.25  ○2

国民健康保険税条例改正案など
賛成多数で可決

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案

　

提
出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、

次
の
3
件
に
つ
い
て
は
、
反

対
、
賛
成
の
討
論
が
あ
り
ま

し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
可
決
と
な
り
ま

し
た
。

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
軽
自
動
車
税
へ
※
①
環

境
性
能
割
を
導
入
す
る
ほ
か
、

法
人
市
民
税
の
法
人
税
割
の

税
率
引
き
下
げ
、
※
②
特
定

の
医
薬
品
の
購
入
費
用
を
個

人
市
民
税
の
総
所
得
金
額
等

か
ら
控
除
で
き
る
制
度
な
ど

の
改
正
を
行
う
も
の
。

※
①
環
境
性
能
割
と
は
…
自

動
車
取
得
税
が
廃
止
さ
れ
、

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
も
新

し
い
税
制
度
と
し
て
燃
費
に

応
じ
て
、
軽
減
税
率
が
適
用

さ
れ
る
も
の
。

※
②
特
定
の
医
薬
品
と
は
…

も
と
も
と
医
療
用
だ
っ
た
薬

が
、
医
薬
品
小
売
店
で
買
え

る
よ
う
に
転
用
（
＝
ス
イ
ッ

チ
）さ
れ
た
も
の
で
、ス
イ
ッ

チ
O
T
C
医
薬
品
と
も
言
わ

れ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破
綻
に

よ
り
、
消
費
は
一
向
に
回
復

せ
ず
消
費
税
を
再
延
長
せ
ざ

る
を
え
な
く
な
り
、
法
人
市

民
税
の
引
き
下
げ
は
必
要
な

く
な
っ
た
。
法
人
市
民
税
の

引
き
下
げ
に
よ
る
減
収
額
は

約
7
8
0
0
万
円
で
、
交
付

税
に
よ
り
補
填
さ
れ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
全
額
が
補
填
さ

れ
る
保
証
も
な
く
、
秋
の
国

会
で
減
収
の
手
当
が
さ
れ
る

予
測
が
あ
る
も
の
の
約
束
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

法
人
市
民
税
を
引
き
下
げ
る

道
理
が
な
い
の
は
明
ら
か
で

あ
り
、
条
例
改
正
に
反
対
す

る
。

（
会
派
：
共
産
党
あ
お
ぞ
ら
議
員
）

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

法
人
市
民
税
を
引
き
下
げ
、

国
税
の
地
方
法
人
税
を
引
き

上
げ
、
税
収
を
地
方
交
付
税

の
原
資
と
す
る
こ
と
で
、
財

政
力
の
脆
弱
な
地
方
団
体
の

基
盤
強
化
を
促
す
も
の
。
市

税
収
入
は
減
収
に
な
る
一
方

で
、
適
切
な
地
方
財
政
措
置

が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

ま
た
、
軽
自
動
車
税
の
環
境

性
能
割
の
導
入
、
延
滞
金
の

計
算
の
特
例
、
特
定
一
般
用

医
薬
品
等
の
購
入
費
に
対
す

る
医
療
費
控
除
の
導
入
な
ど

が
含
ま
れ
て
お
り
、
市
民
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
内
容
で
あ

り
条
例
改
正
に
賛
成
す
る
。

（
会
派
：
か
が
や
き
議
員
）

　

28
年
度
の
一
人
当
た
り
の

医
療
費
の
伸
び
を
4
・
0
％

と
見
込
み
、
急
激
な
国
保
税

額
増
加
の
緩
和
を
図
る
た
め
、

前
年
度
繰
越
金
の
2
分
の
1

相
当
額
1
億
2
2
0
0
万
円

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
財

政
調
整
基
金
1
億
円
を
取
り

崩
し
、
1
人
当
た
り
の
国

保
税
額
を
対
前
年
度
比
9
・

8
％
増
の
10
万
9
6
4
3
円

と
す
る
も
の
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

高
額
医
薬
品
が
国
保
財
政

を
圧
迫
し
、
国
保
税
引
き
上

げ
の
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

収
入
2
0
0
万
円
の
モ
デ
ル

世
帯
で
、
ひ
と
月
の
収
入
額

を
上
回
る
国
保
税
で
あ
る
。

1
億
円
の
基
金
繰
入
で
9
・

8
％
増
に
抑
え
た
と
説
明
が

あ
っ
た
が
、あ
と
5
0
0
0 

万
円
増
や
す
と
7
・
3
％
増

に
な
る
。
県
下
10
市
町
で
は

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
を

実
施
し
て
い
る
。
25
％
の
市

民
の
国
保
会
計
に
市
か
ら
補

填
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
方
針
だ
が
、
25
％
も
の

市
民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る

市
政
の
あ
り
方
の
検
討
を
求

め
、
市
民
の
暮
ら
し
の
現
状

に
立
ち
9
・
8
％
も
の
引
き

上
げ
提
案
に
反
対
す
る
。

（
会
派
：
共
産
党
あ
お
ぞ
ら
議
員
）

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
国
保
財
政
の
健
全
な
運

営
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
と

な
る
。
基
金
繰
入
金
1
億
円

に
加
え
、
前
年
度
繰
越
金
か

ら
1
億
2
2
0
0
万
円
が
充

当
さ
れ
て
い
る
。
基
金
残
高

は
国
の
基
準
を
大
き
く
下

回
っ
て
お
り
、
急
激
な
医
療

費
の
増
加
等
に
も
備
え
な
が

ら
、
計
画
的
な
運
用
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
1
人

当
た
り
9
・
8
％
増
が
家
計

に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
も

の
の
、
今
後
の
国
保
財
政
の

健
全
な
運
営
の
た
め
に
は
当

局
案
は
妥
当
で
あ
り
、
基
金

の
計
画
的
な
運
用
を
図
る
と

と
も
に
医
療
費
の
適
正
化
に

努
め
、
国
保
事
業
の
健
全
な

運
営
を
求
め
て
賛
成
す
る
。

（
会
派
：
と
よ
お
か
市
民
ク
ラ
ブ
議
員
）

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定

6月定例会

　

6
月
定
例
会
を
、
6
月
3
日
か
ら
29
日
ま
で
27
日
間

の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
額
の
決
定
や

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
専
決
処
分
を
行
っ
た
こ
と
の

報
告
の
ほ
か
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
や
条
例
の
一
部

改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
、

各
委
員
会
で
審
査
を
行
っ
た
後
、
本
会
議
で
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
書
及
び
請
願
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
可

決
し
ま
し
た
が
、
陳
情
に
つ
い
て
は
不
採
択
と
し
ま
し

た
。

国民健康保険税条例改正案など
賛成多数で可決

医療費の伸びを見込み、1人当たり税額は10万9,643円

国
保
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
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意見が分かれた
議案等の賛否一覧表

本会議での賛否を公開します。掲載のない議案は全会一
致で可決されました。
「○」は賛成、「×」は反対を表しています。議長は採決に加わりま
せんので「－」で表示しています。

可
決
し
た
主
な
議
案
の
概
要

　

1
人
当
た
り
の
国
保
税
額

を
10
万
9
6
4
3
円
と
見
込

ん
だ
上
で
、
基
金
繰
入
金
1 

億
円
、
前
年
度
繰
越
金
2
億 

4
5
0
0
万
円
を
追
加
す
る

な
ど
、
補
正
後
の
予
算
総
額

を
1
1
4
億
6
1
7
万
8
千

円
と
す
る
も
の
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

国
保
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
反
対
し

た
同
様
の
趣
旨
に
基
づ
く
と

と
も
に
、国
保
税
の
9
・
8
％

の
引
き
上
げ
が
見
込
ま
れ
て

お
り
、
賛
成
で
き
な
い
。

（
会
派
：
共
産
党
あ
お
ぞ
ら
議
員
）

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

過
去
5
年
間
の
動
向
等
か

ら
28
年
度
の
医
療
費
を
推
計

し
、そ
の
額
か
ら
国
県
支
出
金

等
を
控
除
し
、
必
要
な
財
源

を
国
保
税
と
し
て
措
置
し
た

も
の
で
あ
る
。国
保
税
の
確
保

は
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
収

納
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
医
療
費
の
適
正
化
対
策
、

基
金
の
計
画
的
な
活
用
に
努

め
る
こ
と
を
願
い
賛
成
す
る
。

（
会
派
：
と
よ
お
か
市
民
ク
ラ
ブ
議
員
）

1
台
、
日
高
2
台
）、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
2
台
（
出
石
2

台
）
を
更
新
す
る
た
め
、
鳥

取
市
・
㈱
吉
谷
機
械
製
作
所

か
ら
購
入
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
港
地
区
気
比
の
気
比
中
道

線
に
つ
い
て
、
災
害
時
の
避

難
や
物
資
搬
入
が
可
能
と
な

る
よ
う
整
備
す
る
た
め
、
市

　
但
馬
広
域
行
政
事
務
組
合

の
事
務
所
の
位
置
を
、
豊
岡

市
山
王
町
か
ら
豊
岡
市
役
所

内
に
変
更
す
る
た
め
、
構
成

市
町
の
議
会
で
同
文
議
決
を

行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
消
防
団
に
配
備
す
る
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
3
台
（
豊
岡

道
路
線
と
し
て
認
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
市
内
小
中
学
校
で
使
用
す

る
教
育
用
情
報
機
器
（
パ
ソ

コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
サ
ー

バ
ー
な
ど
）を
、日
高
町
・
㈱

シ
ス
テ
ム
リ
サ
ー
チ
か
ら
購

入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
6
月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
、

17
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
議
会
改
革
の

一
環
と
し
て
、
質
問
時
間
の

短
縮
を
目
指
し
て
お
り
、
今

定
例
会
で
は
質
問
、
答
弁
合

わ
せ
て
1
時
間
5
分
以
内
を

目
標
と
し
て
取
組
み
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
内
容
は
4
〜
12

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
期
中
延
べ
2
1
4

人
の
議
会
傍
聴
が
あ
り
ま
し

た
。
豊
岡
市
区
長
連
合
会
で

も
研
修
の
一
環
と
し
て
議
会

傍
聴
を
呼
び
か
け
ら
れ
て
お

り
、
6
月
13
日
か
ら
15
日
ま

で
の
3
日
間
で
、
74
名
の
区

長
の
皆
さ
ん
が
お
越
し
に
な

り
ま
し
た
。

議  員  名

議  案  名  等

青
山　

憲
司

浅
田　
　

徹

伊
賀　
　

央

井
垣　

文
博

伊
藤　
　

仁

井
上　

正
治

上
田　

伴
子

上
田　

倫
久

奥
村　

忠
俊

関
貫
久
仁
郎

木
谷　

敏
勝

嶋
﨑　

宏
之

竹
中　
　

理

椿
野　

仁
司

西
田　
　

真

野
口　

逸
敏

広
川　

善
徳

福
田　

嗣
久

前
野　

文
孝

升
田　

勝
義

松
井　

正
志

村
岡　

峰
男

審
議
結
果

豊岡市市税条例等の一部を改正する条例
制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可

決

豊岡市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可

決

平成28年度豊岡市国民健康保険事業特別
会計（事業勘定）補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可

決

若者も高齢者も安心できる年金制度の実
現を求める陳情書 × × ○ × × × ○ × ○ × × × × ― × × × × × × × ○

不
採
択

28
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計（
事
業
勘
定
）

補
正
予
算
（
第
1
号
）

但
馬
広
域
行
政
事
務
組
合

の
規
約
変
更

小
中
学
校
の
情
報
機
器
の

購
入

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

購
入

市
道
路
線
の
認
定

質
問
時
間
短
縮
へ
取
組
み

議
会
傍
聴
4
日
間
で
2
0
0
人


